
第４４回甲賀市水道事業審議会 次第 

 

日 時：令和４年２月２日（水） 

                         午後２時００分から 

場 所：甲賀市役所３階 会議室３０１ 

 

１．開  会 

  

 

２．市民憲章唱和 

  

 

３．あいさつ 

 

 

４．議  題 

   （１）令和４年度甲賀市水道事業会計予算（案）について （資料１・資料２） 

 

 

５．報告事項 

 

 

６．その他 

 

 

７．閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



給水栓数推移
（単位:栓）

給水栓数
Ｈ29年度末 34,790
Ｈ30年度末 35,036
R元年度末 35,158
R 2年度末 35,436
R3年度見込 35,629

配水量推移
（単位:㎥）

配水量
Ｈ29年度末 13,542,021 
Ｈ30年度末 13,389,749 
R元年度末 13,059,670 
R 2年度末 12,722,925 
R3年度見込 12,805,136 

令和３年度決算見込の概要

ؙ収益的収支においては、事業者の使用水量の増加等により給水収益が増加傾向と
なったことに加え、修繕費や委託料等で支出が減少したことから、約４億円の黒字を
見込んでいます。健全経営と安全で安心な水道水の安定供給のため、昨年度に引き続
いて計画的に漏水調査を実施しました。純利益については条例に基づき、積立を行う
予定です。

ؙ資本的収支においては、老朽管路の布設替をはじめ、舗装復旧工事などを実施し、
収入を約３億７千万円、支出を約８億６千万円と見込んでおり、資本的収入が資本的
支出額に不足する額約４億９千万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調
整額、当年度分損益勘定留保資金で補てんします。

          水道事業会計
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○収益的収支（水道水をお届けするための財源と費用）
〔単位:千円、％ 消費税込み〕

決算見込額構成比 予算現額 比較 増減率 備考
収 益 3,084,424 3,033,629 50,795 1.7
費 用 2,618,731 2,725,529 ▲ 106,798 ▲ 3.9
収 支 465,693 308,100 157,593 51.1

収益構成

〔単位:千円、％ 消費税込み〕
決算見込額 構成比 予算現額 比較 増減率 備考

給水収益 2,550,886 2,500,580 50,306 2.0 水道料金
受託工事収益 8,800 8,300 500 6.0
その他営業収益 76,133 76,593 ▲ 460 ▲ 0.6
受取利息 2,049 2,221 ▲ 172 ▲ 7.7
他会計補助金 35,528 35,529 ▲ 1 ▲ 0.0
雑収益 1,299 763 536 70.2
⾧期前受金戻入 409,641 409,641 0 0.0
特別利益 88 2 86 4,300.0

3,084,424 3,033,629 50,795 1.7

給水収益推移
(消費税及び地方消費税込み）

（単位:千円）
  給水収益

Ｈ29年度末 2,526,595
Ｈ30年度末 2,558,627
R元年度末 2,524,983
R 2年度末 2,535,420
R3年度見込 2,550,886

有収率推移
（単位:％）

有収率
Ｈ29年度末 82.73
Ｈ30年度末 84.88
R元年度末 85.58
R 2年度末 87.78
R3年度見込 87.58
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費用構成

〔単位:千円、％ 消費税込み〕
決算見込額 構成比 予算現額 比較 増減率 備考

職員給与費 131,504 132,033 ▲ 529 ▲ 0.4
動力費 88,540 103,558 ▲ 15,018 ▲ 14.5
光熱水費 1,171 1,179 ▲ 8 ▲ 0.7
通信運搬費 14,686 15,102 ▲ 416 ▲ 2.8
修繕費 83,645 117,351 ▲ 33,706 ▲ 28.7
材料費 5,691 13,100 ▲ 7,409 ▲ 56.6
薬品費 4,176 5,568 ▲ 1,392 ▲ 25.0
路面復旧費 4,898 7,700 ▲ 2,802 ▲ 36.4
委託料 401,041 419,543 ▲ 18,502 ▲ 4.4
受水費 790,434 796,096 ▲ 5,662 ▲ 0.7
その他 43,621 47,980 ▲ 4,359 ▲ 9.1
減価償却費 892,978 892,978 0 0.0
受託工事費 8,800 9,100 ▲ 300 ▲ 3.3
支払利息 92,720 92,820 ▲ 100 ▲ 0.1
その他 53,030 53,242 ▲ 212 ▲ 0.4
特別損失 1,796 13,179 ▲ 11,383 ▲ 86.4
予備費 0 5,000 ▲ 5,000 ▲ 100.0

2,618,731 2,725,529 ▲ 106,798 ▲ 3.9
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○資本的収支（水道施設を整備するための費用と財源）
〔単位:千円、％ 消費税込み〕

決算見込額 構成比 予算現額 比較 増減率 備考
収 入 375,194 768,899 ▲ 393,705 ▲ 51.2
支 出 862,699 1,625,193 ▲ 762,494 ▲ 46.9
収 支 ▲ 487,505 ▲ 856,294 368,789 ▲ 43.1

収入構成

〔単位:千円、％ 消費税込み〕
収入 決算見込額 構成比 予算現額 比較 増減率 備考

企業債 207,900 400,000 ▲ 192,100 ▲ 48.0
出資金 47,296 47,296 0 0.0
分担金 68,345 268,458 ▲ 200,113 ▲ 74.5 繰越含む
負担金 38,795 40,286 ▲ 1,491 ▲ 3.7
国庫補助金 0 0 0 -
県補助金 0 0 0 -
その他補助金 12,858 12,858 0 -
固定資産売却代金 0 1 ▲ 1 ▲ 100.0

計 375,194 768,899 ▲ 393,705 ▲ 51.2

支出構成

〔単位:千円、％ 消費税込み〕
支出 決算見込額 構成比 予算現額 比較 増減率 備考

メーター費 921 1,586 ▲ 665 ▲ 41.9
水道設備工事費 455,195 1,207,224 ▲ 752,029 ▲ 62.3 繰越含む
固定資産購入費 0 4,800 ▲ 4,800 ▲ 100.0
企業債償還金 406,583 406,583 0 0.0
予備費 0 5,000 ▲ 5,000 ▲ 100.0

計 862,699 1,625,193 ▲ 762,494 ▲ 46.9

 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４８７，５０５千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調
整額７７，３７５千円、当年度分損益勘定留保資金４１０，１３０千円で補てんする。
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○収益的収支（水道水をお届けするための財源と費用）
〔単位:千円、％ 消費税込み〕

令和４年度構成比令和３年度 比較 増減率 備考
収 益 3,033,477 37,786 1.2
費 用 2,727,999 ▲ 22,997 ▲ 0.8
収 支 305,478 60,783 19.9

収益構成

〔単位:千円、％ 消費税込み〕
令和４年度 構成比 令和３年度 比較 増減率 備考

給水収益 2,535,938 2,500,580 35,358 1.4 水道料金
受託工事収益 15,300 8,300 7,000 84.3
その他営業収益 80,697 76,593 4,104 5.4
受取利息 1,740 2,221 ▲ 481 ▲ 21.7
他会計補助金 31,779 35,377 ▲ 3,598 ▲ 10.2
⾧期前受金戻入 405,110 409,641 ▲ 4,531 ▲ 1.1
雑収益 697 763 ▲ 66 ▲ 8.7
特別利益 2 2 0 0.0

3,071,263 3,033,477 37,786 1.2

水道事業会計

令和４年度当初予算の概要

 収益的収支においては、前年度当初予算に比して料金収入の増収を見込んでいますが、中⾧期的には給
水人口や給水量の減少に伴い給水収益の減少が予測されることから、財政収支計画に基づいた効率的な事
業運営を行い、安全で安心な水道水の安定供給に努めます。
 維持管理については、漏水調査に基づく水道管の修繕を継続するとともに、水道施設の安全性向上のた
め点検業務の充実を図りながら、きめ細やかな取り組みを進め、有収率の向上に努めます。
 また、引き続き２４時間体制による修繕待機業務や漏水修繕業務を委託し、突発事故への早期対応とと
もに、上下水道料金お客様センターとの連携により住民サービスの向上を図ります。

収益
営
業
収
益
営
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計

 資本的収支においては、第２次甲賀市水道ビジョンに基づき、老朽管布設替工事、施設の更新工事を進
めるとともに、配水幹線の耐震化を行い水道施設の強靭化を進めます。
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費用構成

〔単位:千円、％ؙ消費税込み〕
令和４年度 構成比 令和３年度 比較 増減率 備考

職員給与費 117,010 134,503 ▲ 17,493 ▲ 13.0
動力費 99,376 103,558 ▲ 4,182 ▲ 4.0
光熱水費 1,129 1,179 ▲ 50 ▲ 4.2
通信運搬費 14,769 15,102 ▲ 333 ▲ 2.2
修繕費 125,419 117,351 8,068 6.9
材料費 11,720 13,100 ▲ 1,380 ▲ 10.5
薬品費 5,356 5,568 ▲ 212 ▲ 3.8
路面復旧費 8,500 8,500 0 0.0
委託料 409,300 419,543 ▲ 10,243 ▲ 2.4
受水費 796,096 796,096 0 0.0
減価償却費 907,270 892,978 14,292 1.6
受託工事費 15,300 8,300 7,000 84.3
その他 48,091 47,980 111 0.2
支払利息 85,326 92,820 ▲ 7,494 ▲ 8.1
その他 53,239 53,242 ▲ 3 ▲ 0.0
特別損失 2,101 13,179 ▲ 11,078 ▲ 84.1
予備費 5,000 5,000 0 0.0

2,705,002 2,727,999 ▲ 22,997 ▲ 0.8計
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○資本的収支（水道施設を整備するための費用と財源）
〔単位:千円、％ 消費税込み〕

令和４年度 構成比 令和３年度 比較 増減率 備考
収 入 644,163 703,415 ▲ 59,252 ▲ 8.4
支 出 1,585,438 1,538,915 46,523 3.0
収 支 ▲ 941,275 ▲ 835,500 ▲ 105,775 12.7

収入構成

〔単位:千円、％ 消費税込み〕
収入 令和４年度 構成比 令和３年度 比較 増減率 備考

企業債 400,000 400,000 0 0.0
出資金 52,958 46,846 6,112 13.0
分担金 133,800 203,424 ▲ 69,624 ▲ 34.2
負担金 44,546 40,286 4,260 10.6
その他補助金 12,858 12,858 0 0.0
固定資産売却代金 1 1 0 0.0

計 644,163 703,415 ▲ 59,252 ▲ 8.4

支出構成

〔単位:千円、％ 消費税込み〕
支出 令和４年度 構成比 令和３年度 比較 増減率 備考

メーター費 1,774 1,586 188 11.9
水道設備工事費 1,163,618 1,120,946 42,672 3.8
固定資産購入費 8,100 4,800 3,300 68.8
企業債償還金 406,946 406,583 363 0.1
予備費 5,000 5,000 0 0.0

計 1,585,438 1,538,915 46,523 3.0

 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額９４１，２７５千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額８５，８１２千円、当年度分損益勘定留保資金５２７，４２１千円、繰越利益剰余金処分額３２８，０４２千円で補て
んする。
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（一般会計） （企業会計）

４款 衛生費
 １項 保健衛生費
  １目 保健衛生総務費
  １９節 負担金補助及び交付金

44,637

収益的収入 基準内繰入金 29,239

 統合簡易水道 5,705

 高料金対策
（統合簡易水道激変緩和分）

22,658

 地方公営企業職員に係る
 児童手当に要する経費

876

基準外繰入金 15,398
2,540

資本的収入 12,858

  ２４節 投資及び出資金 52,958

資本的収入 基準内繰入金 36,977

 統合簡易水道 31,546

 地方公営企業職員に係る
 児童手当に要する経費

780

 耐震化対策事業 4,651

基準外繰入金 15,981

15,981

９款 消防費
 １項 消防費
  ３目 消防施設費
  １９節 負担金補助及び交付金

46,413

収益的収入
消火栓維持管理負担金 45,913

資本的収入
新設消火栓負担金 500

（R4年度対象事業費131,893,000円－通常分113,288,973円）×1/4
                        ≒4,651,000円

前々年度資本費のうち基準額を超える額に年間有収水量を乗じて算出
(統合前基準額25,176,000円－統合後基準額0円）×0.9＝22,658,400円

○令和４年度予算ؙ繰入金内訳表

予算科目

土山町簡易水道企業債利子４件
借入金63,600,000円の利子442,152円の1/2

信楽町簡易水道企業債利子8件
借入金626,300,000円の利子3,699,973円の1/2

甲賀市簡易水道企業債利子22件 借入金556,000,000円の利子
（6,192,684円×10％）＋（6,192,684円×90％×1/2）

土山町統合簡易水道企業債利子５件
借入額72,300,000円の利子454,992円の1/2

項    目
繰入金額
（千円）

積算根拠

児童手当

甲南フロンティアパーク企業債元金6件
借入金378,800,000円の元金18,255,134円の事業費割合分

消火栓維持管理に係る負担金 3,673箇所×12,500円
(消火栓新設1基あたり500,000円÷耐用年数40年＝１年当たり12,500円）

新設消火栓設置に係る負担金 1箇所×500,000円

児童手当

土山町簡易水道企業債元金4件
借入金63,600,000円の元金3,383,816円の1/2

信楽町簡易水道企業債元金8件
借入金626,300,000円の元金32,039,105円の1/2

甲賀市簡易水道企業債元金22件 借入金556,000,000円の元金
（21,888,336円×10％）＋（21,888,336円×90％×1/2）

土山町統合簡易水道企業債元金５件
借入額72,300,000円の元金3,590,540円の1/2

甲南フロンティアパーク企業債利子6件
借入金378,800,000円の利子2,873,468円の事業費割合分

山村辺地等活性化事業交付金
 算入対象経費額 25,716,000円の1/2
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番号 工  事  名 事業量 備考

1 笹路加圧所施設更新工事
加圧ポンプ盤
１面

2 土山第１配水池電気設備更新工事
計装設備
５箇所

3 岩室第１配水池電気設備更新工事
計装設備
２箇所

4 上朝宮加圧所電気設備更新工事
計装設備
４箇所

5 上朝宮配水池電気設備更新工事
計装設備
３箇所

6 牧浄水場外ろ過池更新工事
ろ過池
４池

小川浄水場
朝宮浄水場

7 笹路減圧弁更新工事
減圧弁Φ７５
１箇所

8 城山高区配水池電気設備更新工事
電気設備 1.0式
場内整備 1.0式

9 中野浄水場施設更新工事
計装設備
５箇所

10 ⾧野地区配給水管移設工事その６
Φ25～150
L=1784m

11 ⾧野地区配給水管移設工事その７
Φ25～150
L=918m

12 内貴橋（左岸）配水管移設工事
Φ200
L=66m

13 岩室浄水場送水管布設替工事その１
Φ300
L=170m

14 油日地区配給水管布設替工事
Φ150
L=165m

15 北土山地区配給水管布設替工事その１
Φ150
L=31m

16 北土山地区配給水管布設替工事その２
Φ75
L=125m

17 城内地区上水道舗装復旧工事
舗装工
A=4100m2

18 杣中地区上水道舗装復旧工事
舗装工
A=3709m2

19 和田地区上水道舗装復旧工事
舗装工
A=2964m2

※３００万円以上の工事を記載しています。
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令和４年度 水道事業 工事箇所図

14.油日地区配給水管布設替工事

9.中野浄水場施設更新工事

10.11.長野地区配水管移設工事その６、７

13.岩室浄水場送水管布設替工事その１

18.杣中地区上水道舗装復旧工事

8.城山高区配水池電気設備更新工事

12.内貴橋（左岸）配水管移設工事

15.北土山地区配給水管布設替工事その１

16.北土山地区配給水管布設替工事その２

17.城内地区上水道舗装復旧工事

19.和田地区上水道舗装復旧工事

1.笹路加圧所施設更新工事

2.土山第1配水池電気設備更新工事

3.岩室第1配水池電気設備更新工事

4.上朝宮加圧所電気設備更新工事

5.上朝宮配水池電気設備更新工事

6.牧浄水場外ろ過池更生工事 7.笹路減圧弁更新工事

※３００万円以上の工事を記載しています。



鉛管率について

〇第２次甲賀市水道ビジョンに定める指標：【鉛製給水管率（％）】（業務指標番号A401）

1,263

35,436

　滋賀県平均　＝15,396（滋賀県鉛給水管残存数）／540,500（滋賀県のメータ設置数）＝2.85

　全国平均　　＝2,452,755（全国鉛給水管残存数）／58,430,348（全国のメータ設置数）＝4.20

　引用文献：鉛給水栓数　水道統計総論、メーター設置数　水道統計調査

資料３

鉛給水栓数

総給水栓数
＝実績値

－　
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－　 －　
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 資料４ 

水道管材料の出荷制限について 
 

１．制限対象である材料 

ＪＷＷＡ Ｋ１３９（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

※ＪＷＷＡ Ｇ１１２（水道用ダクタイル鋳鉄管内面エポキシ樹脂粉体塗装）は影響

ありません。 

 

２．要因 

① ＪＷＷＡ Ｋ１３９規格認証時に、同規格で規定されている試験条件（養生期間・ 

加温温度）と異なる条件で得られた試験結果により認証を取得した。 

② 認証を受けた製品の一部に、ＪＷＷＡ規格で規定されていない原料を使用していた。 

 

３．出荷の停止継続中の材料 

  ・ダクタイル鋳鉄管曲管（ハズ） 

  ・鋳鉄継手（大成機工、コスモ工機） 

  ・鋳鉄管用仕切弁（クボタ） 

  ・不断水仕切弁、不断水割丁字管（大成機工） 

 

４．メーカー対応 

① 対象製品の出荷を一時的に停止 

② 出荷先で在庫保管している対象製品は使用しないとするお願い 

③ 対象製品を使用して製造されたお客様の製品は出荷停止とするお願い 

・出荷停止した製品の安全性に関する評価等は調査中  

 

５．水道水の安全性について 

日常の水質検査は基準値以下であり、公益社団法人日本水道協会の通知においても、

安全性が担保されていることを確認しています。 

出荷済みの製品は、「水道施設の技術的基準を定める省令」に基づき、メーカーが実

施する浸出試験結果により衛生性が確認されたのち、公益社団法人日本水道協会が検査

合格品として、出荷自粛要請を取り下げるとされています。 

 

６．本市水道事業への影響 

事業名称 事業延長 影響延長 該当製品 

城内地区外配給管布設替工事 605.1m 605.1m DCIPφ75～300 

和田地区配給管布設替工事 768.4m 639.2m DCIPφ75～150 

長野地区配給管移設工事その５ 933.7m 182.4m DCIPφ100～200 

杣中地区配給管布設替工事 972.0m ― 不断水割丁字管他 

牧浄水場緩速ろ過池逆洗排水管改修工事 23.0m 23.0m DCIPφ400 

                

           【令和４年１月２７日現在】 

  



 資料５ 

和歌山市水管橋崩落に係る応援給水活動について 
 

１．経  緯 

  令和３年１０月３日に発生した和歌山市六十谷水管橋崩落事故に伴い、日本水道協会

滋賀県支部の依頼により、応援給水活動に出動しました。 

 

２．出動日程ならびに人員 

  令和３年１０月６日（水）出発 ～ 令和３年１０月１１日（月）帰庁 

    上水道課 課長補佐  （１０月６日 ～ １０月１１日） 

下水道課 主査    （１０月６日 ～ １０月 ８日） 

上下水道総務課 係長 （１０月８日 ～ １０月１１日） 

 

３．事業体出動状況 

 ・県内事業体 

   大津市、草津市、長浜水道企業団、彦根市、守山市、栗東市、野洲市、高島市、 

滋賀県企業庁、日野町、近江八幡市、東近江市（愛知郡広域行政組合）、湖南市、 

甲賀市……１４事業者 

 ・県外事業体 

   大阪府、京都府、兵庫県、奈良県・・・ 

 ・近畿圏以外 

   中部地方、中国四国地方、自衛隊 

 

４．活動内容 

・内 容：応援給水活動 

・時 間：午前７時から午後８時まで 

・場 所：中江病院、有功小学校、楠見東小学校、山口小学校及び山口西公園 

・体 制：和歌山市職員３名、消防局員４名（内、地元消防団員３名含む）、 

 ボランティアスタッフ４名、山口小学校教員１名、高野町職員２名、 

明石市職員２名 



 
資料６ 

水口町広野台地先における水道水の濁りについて 
 

１．経  緯 

  水口町広野台において、令和３年１１月４日午前

１１時４７分に配水池水位警報を受信し、水道水に

濁りが生じたことを現地で確認、復旧作業と給水の

準備に着手しました。午後４時より広野台地域の２

か所において、給水活動を開始しました。 

  洗管作業により、配水池は午後７時２０分、本管

は午後９時５５分に濁りが解消されたことを確認

し、午後１１時まで給水活動を行いました。 

  また、広報は広報車による巡回、あいコム文字放

送、ページング放送、市ホームページ、安全安心メ

ールを活用しました。 

 

２．原  因 

  配水池水位計の故障により送水ポンプが停止せ

ず、通常運転の範囲を超えたことにより、施設管理用の鉄製タラップやオーバーフロー管

を波打つことにより濁ったものです。 

 

３．給水対象地域 

  広野台東区・西区 ８９５世帯  

 

４．今後の対応 

 配水池水位の常時監視を更に徹底すると共に、濁りの原因となった配水池の付属構造物

を計画的に交換します。 

鉄製タラップ 


